
　21世紀は間違いなく交通の世紀です。

　東京大学工学部で交通というキーワードの

もとに結成された研究共同体『交通ラボ』

が，文系・理系の学生を対象に教養学部生向

けの教科書を作りました。（6月6日発行）

　交通システムは，土木，機械，電気などの

工学分野のみならず，社会科学，人文科学な

どの非常に広い範囲を含むため，その全容を

学ぶことは困難です。本書はその困難に正面

から取り組んだ意欲的な入門書です。

　執筆者は現役第一人者ばかりであり，正直

言って，知的興味をかきたてられる非常にお

もしろい本です。買って絶対に損はありませ

ん。電気学会会員の皆様にも，一人でも多く

の方に読んでいただきたいと思います。
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私たちも推薦します

正田英介　東京理科大学教授
　本書は，工学系の多くの分野でいろいろな形の交

通輸送問題に取り組んでいる著者の綿密な協力に

よって，交通を一つの統一されたシステムとして捉

え，そこで使われる多様なハードウェアの働きとそ

れを社会の機関として役立てていくためにシステム

として備えなければいけない条件とを判り易く説明

している。人と物のモビリティを革新するという21

世紀社会の大きな課題の解決に向けて，学生諸君が

広い視野から興味をもって学ぶのに最適な教科書で

あるとともに，交通の実務に携わる方々がもう一度

知識を再整理するのに格好の読み物となっている。

（東京大学名誉教授・電気工学）

井口雅一　日本自動車研究所長
　物語の世界の「きんと雲」や「魔法のじゅうた

ん」などは自由に動き回りたい人間の夢です。その

夢を実現するために人間は車輪を発明し，鉄道，自

動車，飛行機という交通手段を創り出してきまし

た。21世紀には宇宙交通の世界が拓かれます。本書

はそこに結集された智恵と科学と技術とを魅力的に

述べています。交通には自然科学だけでなく社会科

学，人文科学も関係します。文系の学問と理系の学

問が融合しています。本書はそのような視点から書

かれた初めての講義書です。文系理系にかかわらず

総合的な思考という21世紀に必要な能力を修得する

最適の本です。

（東京大学名誉教授・機械工学）

中村英夫　武蔵工業大学教授
　大学工学系の人々の著すものは，往々にして交通

といえども航空機や車両，あるいは土木施設といっ

たように，その所属する専攻分野のなかでの技術に

偏りがちである。しかし，本書はこうした従来から

の専門分野にこだわらず，場所から場所へ人や物を

運び，それによって人々の生活，そして社会全体を

豊かにするという交通の本質について，広い立場か

ら記述している。この姿勢が本書を斬新なものと

し，誰にも興味のもてるものとしている。

（東京大学名誉教授・土木工学）
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